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新 し い 議 会 構 成 に新 し い 議 会 構 成 に
　令和４年11月定例会において、会派等、常任委員会、議会運営委員会、
議会広報広聴委員会の変更がありました。

会　　派　　等

議会運営委員会

総務委員会

福祉教育委員会

経済産業委員会

建設環境委員会 議会広報広聴委員会

◎代表者　〇副代表者（令和 4年 12月 19日　現在）

◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 23日　現在）

【所管】議会の運営、議長の諮問、会議規則、委員会条例等に関
すること

【所管】議会報告会、議会広報誌、ほか広報・広聴に関すること

◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 23日　現在）

◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 23日　現在）

◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 23日　現在）

◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 23日　現在） ◎委員長　〇副委員長（令和 4年 12月 20日　現在）
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【所管】総務部、企画調整部、市民生活部、地域振興部、
国スポ・全障スポ推進部、監査委員、選挙管理委員会
等の所管事務、他の常任委員会の所管に属さない事務

【所管】保健福祉部、子育て支援部、教育委員会、富
士大和温泉病院の所管事務

【所管】経済部、農林水産部、農業委員会、交通局の
所管事務

【所管】建設部、環境部、上下水道局の所管事務
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さが市議会だより第 79号（令和 4年 11月定例会）

〔
現
地
視
察
〕
佐
賀
市
排
水
対
策
基
本
計
画
の
「
流
す
対
策
」

の
事
業
で
あ
る
、
平
松
厘
外
雨
水
幹
線
、
準
用
河
川
地
蔵

川
、
尼
寺
雨
水
幹
線
、
城
東
川
雨
水
幹
線
で
現
地
視
察
を
行

い
、
市
の
担
当
者
か
ら
整
備
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
現
状
を
確
認
し
た
。
な
お
、
尼
寺
雨
水
幹
線
に
お
い

て
は
、
関
連
す
る
尼
寺
第
２
調
整
池

及
び
尼
寺
排
水
機
場
に
つ
い
て
も
視

察
を
行
っ
た
。
そ
の
後
庁
舎
で
、
地

下
水
路
と
な
っ
て
い
る
新
村
愛
敬
雨

水
幹
線
と
、
新
川
上
流
と
赤
井
手
川

の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
、
整
備
事

業
の
内
容
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　
倉
敷
市
は
、
地
形
的
な
条
件
と
し
て
低
平
地
で
あ
る
こ
と

や
、
市
内
に
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
点
、
内
水
氾
濫

へ
の
対
策
で
は
用
水
路
の
事
前
排
水
や
潮
位
と
水
門
の
関
係

に
て
事
前
操
作
を
行
う
な
ど
、
本
市
と
類
似
し
て
い
る
点
が

多
い
こ
と
か
ら
、
視
察
先
に
選
定
し

た
。
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
国

で
初
め
て
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
連

携
し
た
、
防
災
・
減
災
住
宅
へ
の
補

助
事
業
を
行
う
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策

に
力
を
入
れ
て
い
た
。

　
姫
路
市
は
、
本
市
も
登
録
し
て
い
る
、
国
土
交
通
省
の

「
１
０
０
㎜
／
ｈ
安
心
プ
ラ
ン
」
に
、

市
内
を
流
れ
る
八
家
川
の
流
域
浸
水

対
策
プ
ラ
ン
を
登
録
し
て
い
る
。
事

業
の
特
徴
と
し
て
は
、
雨
水
の
地
下

貯
留
施
設
や
河
川
の
洪
水
調
節
池
な

ど
の
大
規
模
な
ハ
ー
ド
事
業
に
て
対

策
を
行
っ
て
い
た
。

　
10
月
11
日
の
現
地
視
察
等
を
受
け
、
執
行
部
と
の
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

〔
質
問
〕
尼
寺
第
２
調
整
池
は
深
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
と
の
こ
と

だ
が
、
も
う
少
し
深
く
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
水
が

な
い
状
態
で
の
管
理
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
10
年
に
１
度
の
大
雨
で
の
確
率
で
降
水
量
を
計
算
し

て
お
り
、
そ
の
数
値
が
３
万
３
千
ト
ン
で
あ
り
、
必
要
な
深

さ
が
１
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
こ
の
深
さ
で
整
備
し
た
。

水
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

10
月
11
日
開
催

行
政
視
察

11
月
16
日
（
水
）

11
月
17
日
（
木
）

10
月
18
日
開
催

来
年
度
に
は
ポ
ン
プ
を
整
備
し
、
施
設
の
中
の
水
を
空
に
で

き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
平
成
28
年
に
整
備
さ
れ
た
、
平
松
厘
外
雨
水
幹
線
の

整
備
後
は
、
浸
水
被
害
が
ど
れ
く
ら
い
減
少
し
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
床
上
浸
水
に
つ
い
て
、
平
成
２
年
は
８
１
７
戸
。
平

成
24
年
は
99
戸
。
整
備
後
の
平
成
30
年
や
令
和
元
年
７
月
で

は
、
床
上
浸
水
は
ほ
ぼ
発
生
し
て
い
な
い
。

〔
質
問
〕
し
ゅ
ん
せ
つ
に
関
し
て
、
今
後
の
計
画
は
。
ま
た
、

地
元
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
や
優
先
順
位
な
ど
の
基
準
は
あ

る
の
か
。

〔
答
弁
〕
来
年
度
は
赤
井
手
川
や
真
手
川
、
今
村
川
の
し
ゅ
ん

せ
つ
を
計
画
し
て
い
る
。
地
元
の
要
望
に
対
し
て
は
、
現
地

で
確
認
し
た
上
で
自
治
会
と
話
し
な
が
ら
、
し
ゅ
ん
せ
つ
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
除
草
や
抜
根
作
業
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
水
の
流
れ
の
状
況
や
地
域

の
要
望
な
ど
、
地
元
と
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
矢
板
を
並
べ
て
打
っ
た
工
法
は
工
期
的
に
非
常
に
早

い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
工
期
が
短
縮
で
き
る
工
法

に
つ
い
て
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
矢
板
工
法
は
出
水
期
に
も
工
事
が
で
き
る
た
め
、
今

年
か
ら
ほ
か
の
事
業
区
間
で
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
整
備
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
川
幅

を
確
保
す
る
よ
う
な
工
法
を
優
先
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
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